
良質の生コンを安定供給
生コンクリート業界のオールラウンドプレイヤー

会社案内

FUNABASHI REMICON



顧客に対し安心を与え、企業として安全を最優先し、
会社の安定を目指します。

当社は昭和38年の創業以来、飛躍的に発展を続ける京葉工業地帯とその周辺の住宅・港湾・道路・鉄道等の
開発事業に、良質のコンクリートを安定供給してまいりました。

普通・舗装・軽量コンクリートをはじめ、呼応郷土・高流動コンクリート・RCCP・透水性・水中不分離コンクリート等の
実績、さらに新商品にも取り組んでおります。また、3つの生コン工場による相互バックアップ体制の元、
千葉県下の広域エリアへ安定した供給を実現しています。

当社に課せられた社会的使命を完遂するため今後も従業員一丸となって。一層の精進を続けてまいります。

地域開発に貢献する…それが当社の使命です。

第一工場の納入エリアは主に千葉西部、千葉中央、東京の高徳までカバーしています。
第二工場は、船橋市、白井市、鎌ケ谷市、印西市、松戸市、柏市、習志野市、八千代市までの約15km圏です。
また、セルフレベリングの納入に至っては、関東はもとより、遠く群馬、新潟、仙台までも納入しています。
北千葉工場は、成田国際空港などの施設を中心に北総エリアへ納入しています。



アクセス

37条単独認定
(高強度コンクリート)

商　号 船橋レミコン株式会社

会社概要

1963 年 4 月
東京レミコン株式会社として発足（払込資本金 500 万円）
1968 年 6月
船橋レミコン株式会社に社名変更（払込資本金 1,000 万円）
1969 年 12 月
第二工場新設 1,750 リットル 月産 21,000 ㎥
（払込資本金 3,000 万円）
1975 年 9月
第一工場建替　　72 切 2基、月産 25,000 ㎥
1978 年 2月
北千葉小野田レミコン（株） を吸収合併 北千葉工場として発足
1,750 リットル 月産 21,000 ㎥　
1980 年 8月
第二工場改造　　3,000 リットル 月産 36,000 ㎥
1987 年 8月
第一工場改造　　3,000 リットル 月産 36,000 ㎥
1987 年 9月
北千葉工場建替　　3,000 リットル 月産 36,000 ㎥
1987 年 11 月
操業 25 年　500 万㎥出荷達成
1989 年 10 月
セルフレベリング　船橋工場新設
1991 年 2月
セルフレベリング　横浜工場新設
1992 年 8月
第二工場建替　階層式二軸強制
1,750 リットル + 3,000 リットル 月産 48,000 ㎥
1993 年 1月
第一工場
　・高さ 30mのコンクリート製サイロ（7,000t）新設
　・バッチャープラント階層式二軸強制に更新
        1,750 リットル + 3,000 リットル 月産 48,000 ㎥
2007 年 5 月
代表取締役社長に嶋津 恭宣が就任
2007 年 8月
第二工場
　・バッチャープラントミキサ変更　二軸強制
　・3,000 リットル　月産 48,000 ㎥

本　社

設立年月日

授権資本金

払込資本金

株　主

代表者

営業種目

日本産業規格

〒273-0024
千葉県船橋市海神町南1-1599
TEL：047-433-1121　FAX：047-434-0996

1963年4月16日

4,000万円

3,000万円

大同建材産業株式会社
太平洋セメント株式会社

代表取締役社長 　藤 本 朋 ニ代表取締役 　青 木 俊 宏

(1) 生コンクリートの製造並びに販売
(2) 関連製品の製造並びに販売
(3) 前号に附帯する一切の業務

第一工場：認証番号 TC 03 07 027
第二工場：認証番号 TC 03 07 028
北千葉工場：認証番号 TC 03 07 035

第一工場：認定番号 MCON2356
第二工場：認定番号 MCON2354
北千葉工場：認定番号 MCON2355

沿革

〒273-0024
千葉県船橋市海神町南 1-1599　　
電話：047-433-1121
ファックス：047-434-0996

最寄駅：京成電鉄本線　海神駅　徒歩 10 分
　　　　　 JR　西船橋駅　徒歩 20 分
　　　　　京葉道路船橋インターそば

 　　　

2015年 5月
北千葉工場
　・バッチャープラントミキサ変更　二軸強制
　・3,000 リットル　月産 48,000 ㎥
2015年 8 月
第一工場
　・計量器及びバッチャープラントミキサ変更　二軸強制
　・3,000 リットル　月産 48,000 ㎥
2020年 5 月
取締役会長に嶋津 恭宣が就任
代表取締役社長に藤本 朋二が就任



6台



第二工場
高強度、RCCP、スライディング他
オールラウンドに対応

運搬設備

工場概要

バッチャープラント

計量設備

骨材貯蔵設備

セメント貯蔵設備

生産能力

試験設備

日本産業規格

37条単独認定 
(高強度コンクリート)

日工（株）製 DSF-330
二軸強制3,000リットル

パシフィックシステム（株）製
全自動マイクロコンピューター制御方式　PAT-8200
貯蔵ビン、セメント4、骨材7、混和剤8

コルゲートサイロ6基　4,000t
ストックヤード5区画     1,200t

300t ：　250t ：　100t＋50t

75バッチ/時 （4.25m3積載で150㎥/時）

骨材試験設備一式
コンクリート試験設備一式
アムスラー型圧縮試験機（2,000KN）
恒温養生水槽

日本産業規格適合性
認証番号： TC 03 07 028
普通コンクリート
舗装コンクリート
軽量コンクリート
高強度コンクリート

加盟協同組合 千葉西部生コンクリート協同組合
千葉北部生コンクリート協同組合

認定番号 ＭＣＯＮ2354
普通：46～69Ｎ/㎟
中庸熱：46～73N/㎟
低熱：46～75N/㎟

第二工場は、船橋市大神保町に位置し、
普通コン、高強度コンの他に特殊コンを出荷し、
お客様の多様なニーズに応えています。
その供給エリアは、船橋市、白井市、鎌ヶ谷市、
印西市、習志野市、及び八千代市までを
カバーしています。
また、専用プラントで製造されたセルフ
レベリング材の、供給エリアは、関東はもとより、
遠く群馬、新潟、仙台にまで納入しています。

運搬設備（3工場共用）
※下記車両以外に必要時稼動車有

トラックアジテータ
大型車（10t）　3工場　計55台
全車輌移動無線機搭載
大型ローリー車
6台
小型車
1台（セルフレベリング用）



運搬設備

北千葉は、酒々井町に位置し、普通コン、

高強度コンの他に特殊コンを出荷し、

お客様の多様なニーズに応えています。

また、成田国際空港の諸施設に安定した

品質の生コンを提供しています。

運搬設備（3工場共用）
※下記車両以外に必要時稼動車有

トラックアジテータ
大型車（10t）　3工場　計55台
全車輌移動無線機搭載載
大型ローリー車
6台

工場概要

バッチャープラント

計量設備

骨材貯蔵設備

セメント貯蔵設備

生産能力

試験設備

日本産業規格

37条単独認定
(高強度コンクリート) 

日工（株）製 DASH-HYPER 二軸強制
容量 3000リットル

パシフィックシステム(株) 製 PAT-8200 IOT
コンピューター制御方式
貯蔵ビン、セメント6、骨材7、混和剤9

コルゲートサイロ5基　3,200t
ストックヤード3区画　 100㎥

150t　：　30t　：　60t+40t

90バッチ/時　（4.25m3積載で130㎥/時） 

骨材試験設備一式
コンクリート試験設備一式
アムスラー型圧縮試験機（1,000KN、2,000KN）
恒温養生水槽 

日本産業規格適合性
認証番号： TC 03 07 035
普通コンクリート 
舗装コンクリート
軽量コンクリート
高強度コンクリート

加盟協同組合 千葉県北総生コンクリート協同組合

認定番号 ＭＣＯＮ2355
  普通：47～68Ｎ/mm2
  中庸熱：46～69/mm2
  低熱：46～60N/mm2

北千葉工場
成田国際空港を中心にいかなる需要にも即応 


